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研究成果の概要（和文）：医療システム全体を学習する組織として発展させ、医療の質と安全を強化するには、
医療者のチームワーク、特にリーダーシップ能力の開発が求められる。本研究では、医師の卒前教育において効
果的かつ効率的にリーダーシップ教育を行うために、文献検索および海外の専門家からの意見を収集し、教育プ
ログラムを開発した。この教育プログラムを、本学医学部医学科において実践したところ、リーダーシップの重
要性の理解と、リーダーシップ能力の向上について効果が得られた。

研究成果の概要（英文）：In order to develop the entire healthcare system into a learning 
organization and to improve the quality and safety of healthcare, it is necessary to develop 
teamwork among medical professionals, especially leadership skills. 
In this study, in order to provide effective and efficient leadership education in pre-graduate 
education for doctors, we searched the literature and collected opinions from overseas experts to 
develop an educational program. When this educational program was implemented in the School of 
Medicine at our university, it was effective in understanding the importance of leadership and 
improving leadership skills.

研究分野： Patient Safety
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
質の高い安全な医療の実践には、それぞれの医療職が適時、適切にリーダーシップを発揮し、チームとして機能
することが必要である。一方で、それをどのように学修していくのが効果的かについてはまだ定まっていなかっ
た。本研究成果は、我が国における医療安全教育の礎となるものであり、令和5年に設置された本学多職種人材
育成のための医療安全教育センターを通して、卒然のみならず卒後教育にも応用しつつ広く普及できる。医療安
全教育が充実することは、より質の高い安全な医療の実践に不可欠であり、その社会的意義は極めて大きいと言
える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

「医療は経済の中で最も複雑な分野であり、病院は人類史上、最も複雑な組織である」といわ

れる（Drucker P. Managing in the next society, NY, St. martin’s Griffin 2002）。地域

レベルでも、病院内でも病院内でも、多職種、多診療科、多部門が複雑に相互依存、連携してい

る。新型コロナウイルス感染症にみられるように、今日の医療現場は、予測困難な環境の変化に

対しても適時に対応することが期待されている。 

医療の質と安全を強化するには、医療システム全体を学習する組織として発展させることと、

それを可能とする医療者のチームワーク、特にリーダーシップ能力の開発が求められる。異変に

気付き対応し、経験から学んだことを集合知として共有、発展させるには、すべての医療者が適

切なコミュニケーション、相互支援、リーダーシップ能力を発揮することが欠かせない。こうし

たノンテクニカルスキル、特にリーダーシップ教育は、欧米諸国では卒前教育にも組み入れられ

ているが、わが国では遅れているのが現状であった。 

 
２．研究の目的 

過密なカリキュラムにノンテクニカルスキル教育を新たに追加し、指導教員を増やすことは現

実的ではない。一方、既存の基礎・臨床実習をチームワーク、リーダーシップ実践の機会ととら

え、科目学習目標達成のみならず、チームワーク・リーダーシップ開発をめざしたチーム基盤型

学習とすれば、効率的、効果的な学習が可能となる。そこで、既存カリキュラムを活用したチー

ムワーク、リーダーシップ教育手法の開発と評価を通じ、医療の質と安全の向上に貢献できる次

世代の医師の育成に寄与することを目的とした。 

 
３．研究の方法 

① チームワーク、リーダーシップ教育、能力評価法（尺度開発）に関する文献検索 

本研究において、まずは医学教育におけるシステム思考及びチームワーク・リーダーシップに

ついての教育及びその能力評価法について、文献検索を行い、特に海外における現状を把握し内

容を検討する。さらに、解剖学、生理学、生化学など基礎医学でも、複数名の学生が一つの班、

チームを構成して学習する機会が多いため、このような基礎医学教育におけるチームワーク、リ

ーダーシップ、プロフェッショナル教育に関する文献検索を行い、現状把握ならびに活用を検討

する。 

② 海外におけるリーダーシップ教育、システム思考教育の実態調査 

医学教育におけるシステム思考及びチームワーク・リーダーシップの教育実施機関への訪問調

査を行う。さらに複数の様々なバックグラウンドを持つ医師に対するインタビュー調査を行い、

教育の実態について分析を行う。 

③ チームワーク、リーダーシップ能力評価尺度の日本語版開発・妥当性検証 

本研究①で得られた結果から、日本の医学教育において活用できそうな評価尺度を検討し、翻

訳・逆翻訳及びその妥当性を検証し、日本語版の評価尺度を開発する。必要に応じて独自の評価

尺度が必要かどうかについても検討を行う。 

④ 実習／演習科目における教育プログラム作成と試行、評価 

本研究②で得られた結果を参考に、まず特定の実習／演習科目において、チームワーク、リー

ダーシップ教育プログラムを作成し、試行する。具体的には、個々の学生が実習開始時に達成目

標を共有し、実習過程で振り返り、フィードバック、相互支援を行うことで、リーダーシップ、

チームワーク能力を経験させ、実習終了時にチームワーク、リーダーシップ能力の自己・他者評



価、グループ発達段階評価を行い、それらと科目自体の成績評価を比較検討する。 

 

４．研究成果 

① チームワーク、リーダーシップ教育、能力評価法（尺度開発）に関する文献検索 

医学教育におけるシステム思考及びチームワーク・リーダーシップについての教育について、

システマティック・レビューを行ったが、特にリーダーシップ教育手法に関する文献はなか

った。また、基礎医学教育におけるチームワーク、リーダーシップ、プロフェッショナル教

育に関しては、解剖学実習などを通じた professionalism 教育の研究は散見されたものの、

リーダーシップに特化した教育手法に関するものはなかった。したがって、医学部における

リーダーシップ教育手法の開発は、世界的にも今後開発が期待される領域であることが確認

できた。 

② 海外におけるリーダーシップ教育、システム思考教育の実態調査 

医学教育におけるシステム思考及びチームワーク・リーダーシップの教育実施機関への訪問

調査を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の世界的蔓延により現地訪問は行わず、

Web 面談等を介しての調査とし、Johns Hopkins Bloomberg School of Public Health（米

国）、 Imperial College London（英国）、University of Gothenburg（スウェーデン）それ

ぞれで患者安全教育に従事する医師に対してインタビュー調査を行った。 

 

③ チームワーク、リーダーシップ能力評価尺度の日本語版開発・妥当性検証 

チームワーク、リーダーシップ能力評価においては、米国 Agency for Healthcare Research 

and Quality（AHRQ）が開発したノンテクニカルスキル研修 TeamSTEPPS®で、合わせて開発さ
れた T-TAQ（Teamwork Attitudes Questionnaire）が、TeamSTEPPS®の評価のみならず、各施
設で行われている多職種連携教育等の評価にも広く活用されていることがわかった 1)。本研
究では AHRQ より日本語翻訳権を取得し、翻訳、逆翻訳を行った上でその妥当性、信頼性を

評価するため、約 300 名の医療従事者を対象とした研究を行った。結果については現在解析

を進めており、2024 年度中には正式な日本語版を発表できる見込みである。これにより我が

国においても世界各国で用いられているチームワーク、リーダーシップ能力評価尺度が使用

可能となる。 

 

④ 実習／演習科目における教育プログラム作成と試行、評価 

医学科カリキュラムの

中で医療の質・安全学講

座が担当する1年生から

6年生までの講義・演習

を通して、体系的な医療

安全教育プログラムを

構築した（図１）。 

リーダーシップ教育については、1年生から開始し、4年生前期にはチームワーク・リーダー

シップの教育に特化した演習科目「チームスキル演習」を設置した。本研究開始後に入学し

た学生は現在4年生であるが、研究開始時にすでに在学していた学生についても途中の学年

から順次教育プログラムを展開している。チームスキル演習では科目開始時と修了時に、③

のT-TAQを用いた意識調査ならびにリーダーシップ能力についての自己評価を行い、一定の



効果があることが確認できた。さらに、現在6年生となった学生には、フォーカスグループ

インタビューを行い、本プログラムの評価を行った。この結果、臨床実習前までに学修した

ことを、臨床実習を通してさらに深められた、臨床実習までに体系的に学修できたことで、

さらなる学びにつながったなどの意見が得られた。 

さらに、基礎実習科目として生理学実習における実習班活動を通したリーダーシップ教育に

ついて、学生へのアンケートにより、基礎実習科目でリーダーシップを実践する方法を聞い

てみたところ、生理学実習や解剖学実習など、長期間グループで活動する実習の中で、リー

ダーシップを意識することが、リーダーシップの実践ならびに定着につながる可能性が見出

せた。これまでに、生理学講座と検討を重ね、令和5年度にリーダーシップに関する質問用

紙を用いた意識づけを試験的に導入したところ、意識づけがない場合と比べ班の活動が円滑

に進む印象が得られた。今後はさらなる検討を重ね、体系的なリーダーシップ教育に組み込

むことを予定している。 

本学では、医療安全教育手法に基づく多職種

人材育成共同利用拠点として令和5年7月に文

部科学大臣に認定を受けた「群馬大学多職種

人材育成のための医療安全教育センター

（Patient Safety Education Center; PSEC）」

が令和5年に設置された。本研究代表者はPSEC

の副センター長を務めており、本研究におい

て開発した教育プログラムを、PSECを通して

他施設に展開する体制が整えられた。すでに、

近隣の医療系大学をはじめとして、教育プロ

グラムの提供が開始されており、今後、国内

外に対して本研究成果を広く展開できること

が期待される。 
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図2 多職種人材育成のための医療安全教育センター 
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